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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、中小企業の若年男性労働者における食生活リテラシーの関連要因を
明らかにし、効果的に食生活リテラシーを高め、食生活を維持・改善していくための健康管理ツールを開発する
ことである。本研究で開発した若年労働者における食生活リテラシー尺度（HELS-Y）を用いた分析の結果、食生
活リテラシーは、企業規模に大きな影響はなく、性別や勤務先業種・職種、居住都市の規模などに有意差が認め
られた。またHELS-Yは食知識や食に関する主観的ＱＯＬ (SDQOL)に強い関連がみられた。これを踏まえ、対象者
の食生活リテラシーの段階や特徴を踏まえた支援を行い、それに応じた健康管理ツールを開発していく必要があ
る。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the factors associated with healthy 
eating literacy among young male workers at small and medium-sized enterprises, and to develop 
health management tools to effectively improve healthy eating literacy and maintain and improve 
dietary habits. As a result of analysis using Healthy Eating Literacy Scale for Young Workers 
(HELS-Y) developed in this study, healthy eating literacy was found to be significantly related to 
gender, industry/occupation type, size of city of residence, etc. Ta. HELS-Y was not significantly 
associated with company size. In addition, there was a strong relationship between HELS-Y and food 
knowledge and subjective diet-related quality of life (SDQOL). Based on this, it is necessary to 
provide support according to the literacy level and characteristics of the target person, and to 
develop health management tools accordingly.

研究分野： 地域看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で開発したHELS-Yは、食生活リテラシーの総合的な能力の把握に加え、因子ごとの得点からそれぞれの能
力を把握でき、若年労働者の食生活改善に向けた指標として個別・集団指導の場で活用できる。また「食情報の
獲得力」「食情報の適用力」について自らのリテラシーの能力を把握したり、それを踏まえて、自ら不足してい
ることに気づき、行動変容の契機となる指標として活用できる。さらに、本尺度を用いて関連要因を把握できる
ことから、その対象に合わせた効果的な保健指導のあり方やツール開発等、今後、食行動に対する健康支援に貢
献できる。以上のことから、本研究成果の意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
食べることは、私たちの生活に不可欠な営みであり、慢性疾患の予防や管理でも、重要な役割

を果たしている。また近年、食生活の多様化から食べるものや時間、場所等を自ら考え、選択す
る機会が増えている。食生活の個別化・複雑化が進む中、20～30 歳代の若者は、健康的な食生
活を実践する割合が低く、特に男性の朝食欠食率が他の世代・性別と比較して最も高いこと 1)や
肥満の割合が年々増加している 2)等の現状があり、食生活をはじめとする生活習慣の乱れが大き
い。この現状に対して、日本では、「第 3 次食育推進基本計画」の中で、若い世代の食育の推進
を重点課題としている。 
若いときの生活習慣は、その後の生活習慣に影響を与えることから 3)、職業生活を始め、新た

な生活を獲得する時期にある 20～30 歳代前半の若年男性労働者に対して、健康的な食生活を獲
得するための支援が必要である。しかし、保健指導の機会は少なく、従来の保健指導では効果が
得られにくいといった報告もあり 4）、労働者にとって身近な産業保健の専門職である公衆衛生看
護の立場から、 新たなアプローチの検討は喫緊の課題である。 
若年労働者が働く場として、企業は全事業所の約 99.7％を占めており、事業所の全従業者のう

ち、約 7割が中小企業に勤務している現状にある。しかしながら、厚生労働省「労働者健康状況
調査」(2012)によると、大企業の健診受診率がほぼ 100％であるのに対し、中小企業においては、
従業員規模が小さくなるにつれて、健診実施率が右肩下がりとなっている。また東京商工会議所
の調査(2012)によると、「健康づくりの情報の発信」や「食生活の改善に向けた支援」、「運動習
慣を身につけるための支援」等、従業員の健康管理施策についても、従業員規模が小さくなるほ
ど遅れている現状がある。このように中小企業においては職域における健康づくりの取り組み
が大企業に比べて遅れていること、さらに近年では生産年齢人口の減少により、中小企業におけ
る新規の人材確保が難しく、人手不足を感じている事業所も約 6割と高く、若年労働者に対して
大きな期待があることからも、健康を維持し、長期的に活躍できるような新たな支援を模索して
いく必要がある。 
社会に情報が氾濫する中で、正しい食情報の取捨選択は、若年労働者にとっても大きな課題で

ある。適切な食選択に関わる能力として、食に関するリテラシーがある。これは、健康的な食生
活を実践する上で不可欠なものとされ、日本では主に食生活リテラシーという用語が使われて
いる 5)。今後、若年労働者の健康的な食生活の実現に向けた支援を考える上で、着眼すべき概念
といえる。しかしながら、食に関するリテラシーは定義がほとんど統一されておらず、研究が希
少で、統合的に評価する尺度も見当たらないことから、明らかになっていないことが多い。 
 

２．研究の目的 
中小企業の若年男性労働者における食生活リテラシーの関連要因を明らかにし、効果的に食生
活リテラシーを高め、食生活を維持・改善していくための健康管理ツールを開発することであ
る。 
 
３．研究の方法 
第 1 段階：若年労働者における食生活リテラシーの有用性の検討 
中小企業で働く若年男性労働者 6 名にインタビュー調査を行い、食生活の実態を質的帰納的に
分析した。この結果から、食情報を適切に取捨選択する上で必要な能力である食生活リテラシー
に着目し、概念分析を行い、本概念が若年労働者の食生活改善に向けた新たなアプローチの一助
となり得るか、その有用性を検討した。 
第 2 段階：若年労働者における食生活リテラシー尺度の開発と関連要因の検証 
(1) 若年労働者における食生活リテラシー尺度案ならびに関連要因の作成 
第 1 段階を踏まえ、食生活リテラシー尺度原案 61 項目を作成した。その後、地域看護学・公衆
衛生看護学の研究者・実践家 6 名とディスカッションを行い、内容妥当性を検討した。また表
面妥当性の検討のため、（２）と同一条件（20～34 歳）の若年労働者にプレテストを実施し、
食生活リテラシー尺度案 42 項目を作成した。関連要因の項目ついても同様に検討を行った。  

(2) 若年労働者における食生活リテラシー尺度の作成と関連要因の検討 
研究対象者を 20～34 歳とし、インターネット調査を実施した。1,065 人（男性 532 名、女性 533
名）に構成的調査を実施し、以下、調査 1～２を行った。 
調査１：若年労働者における食生活リテラシー尺度の作成 
食生活リテラシー尺度案を用いて、項目分析、因子分析等により、信頼性・妥当性を検証し、
食生活リテラシー尺度（Healthy Eating Literacy Scale for young worker、以下 HELS-Y）を
作成した。基準関連妥当性の検証には、高泉らが作成した HEL 尺度を用いた。 
調査２：若年労働者の食生活リテラシーの関連要因の検討 
HELS-Y 全体とその下位尺度ごとに得点化した。さらに尺度得点と個人ならびに仕事に関する
属性 20 項目、生活習慣 8 項目、食知識 1項目、食行動・食態度 18 項目、食に関する主観的 QOL
（以下 SDQOL）4 項目との関連を分析するために t検定、一元配置分散分析および Tukey-Kramer



検定を行った。若年労働者全体及び男女別に HELS-Y と有意な関連が認められた属性を含む関
連要因を独立変数、HELS-Y の合計得点、下位尺度得点を従属変数として、ステップワイズ法に
よる重回帰分析を行った。 

倫理的配慮 
全てのデータ収集は、国際医療福祉大学研究倫理審査委員会の承認を得て実施した（承認番号：
18-Ig-104、20-Ig-89-2）。 
 
４．研究成果 
第 1 段階 
中小企業における若年男性労働者の食生活の実態として 41 コード、16 サブカテゴリ、5カテゴ
リが生成された（表１）。これらは、働く若い世代の一般的な食生活の特徴が反映されていた。
加えて、今回スノーボールサンプリングによるデータ収集で調査対象者がすべて第 3 次産業で
構成されたことから、本研究では、企業規模の他、性別や年齢、業種・職種などを含め、若年労
働者全体を対象とすることとした。また若年労働者は、食選択に伴う情報の取得に大きな課題が
あると考え、食生活リテラシー概念に着目した。研究者が実施した概念分析の結果から、この概
念は、若年労働者の健康的な食生活実現のために有用な概念であり、本研究では、若年労働者に
おける食生活リテラシーの特徴を明らかにすることにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 2 段階 
調査１：食生活リテラシー尺度案 42 項目に、天井効果・床効果を示す項目はなかった。項目分
析で除外した残りの 38 項目に探索的因子分析を実施し、最終的に第 1因子「食情報の適用力」、
第 2 因子「食情報の獲得力」からなる 28 項目を HELS-Y として採用した（表 2）。各項目の共通
性は、.455～.673、確証的因子分析によるモデルの適合度は、GFI=.867、AGFI=.845、CFI=.929、
RMSEA=.066、AIC=2090.061 であった。HELS-Y の合計得点と HEL 尺度との相関係数は、尺度全体、
下位尺度ともに p<0.01 水準で有意な相関がみられた（r=.709～.784）。各因子の Cronbach のα
係数は、第 1 因子がα=.963、第 2因子がα=.935、尺度全体では、α=.970 であり、内的整合性
が確認された。また Kaiser-Meyer-Olkin の標本妥当性測度は.981、Bartlett の球面性検定は、
23032.094（p<。001）であり、因子妥当性が担保された。 
調査２：属性 12 項目、生活習慣、食知識、食行動・食態度、SDQOL について、HELS-Y との有意
差が認められた。重回帰分析を行った結果、尺度全体では、SDQOL、食知識、性別、活用する情
報源、職種、勤務先業種、食行動・食態度、居住都市の規模（Adjusted R2=.342）、第 1因子「食
情報の適応力」では、食知識、SDQOL、性別、職種、食行動・食態度、居住都市の規模（Adjusted 
R2=.315）、第 2因子「食情報の獲得力」では、SDQOL、食知識、性別、活用する情報源、勤務先の
業種、職種、食行動・食態度、居住都市の規模に有意差がみられた（Adjusted R2=.302）。男女別
では、上記に加え，女性の第 1 因子において、最終学歴，雇用形態に有意差があった。加えて、
尺度全体と第 2 因子では食知識より SDQOL に、第 1 因子では SDQOL より食知識に強い関連がみ
られた。 

カテゴリ サブカテゴリ コード

異性・パートナーからの見た目を気にする

仕事ができる人のように他者からの見た目に気を配る

他者の健康状態の変化を気にする 身近な人の健康状態に変化があると自分も気を付けようとする

友人との食事は食べるものを合わせてしまう

上司や職場のお付き合いは食事を合わせてしまう

若いうちは食事よりも仕事を優先して考えたい

仕事に時間が割けるように食べ物は口に入ればよい

仕事の合間に近くのファストフードやコンビニにあるものでお腹を満たす

食べる時間が限られるためお腹に溜まるものを購入する

食べると眠くなるので食事を抜くことがある

仕事のために健康に気を付ける 仕事の成果を上げるためにも健康に気を付けている

自らの健康が気になると食に気を付ける 健康診断での検査値が気になると食事に気を付けようと思う

自分の健康のために食に関する知識を得ようとする

健康に気を付けようと思うときは食事のとり方に関する情報を見る

友人や仲間から食情報を得ることが多い

母親やパートナーから食情報を得ることが多い

食情報を得るときはインターネットをよく利用する

食事に気を付けるときはSNSの内容を参考にする

料理の作り方をアプリケーションを用いて調べることがある

自宅ではバランスを考えた食事を心掛けようとする

外食をしても脂質の多いものは食べないようにしている

夜遅いときは食事を我慢しようとする

サプリメントで栄養素を補っている

気になる食情報があれば複数の情報源にアクセスする

健康に気を付けるときは頻繁に食情報にあたる

複数の情報源で同一内容の食情報を活用している

健康への効果を体現している人から食情報を得ている

専門家の意見から食情報を得ている

自ら信用している人から食情報を得ている

子どもの頃の食習慣が土台にある

家庭での食事が自分の食のベースになっている

学生時代の食習慣を社会人になってからも続けている

美味しいものが食べたい

食事は楽しく摂りたい

食事を気分転換の時間として考えたい

複数で食事をすると楽しく食事がとれる

手に入りやすいもので食事を済ませる

価格の安いものから食品を選んでいる

自分の体が健康になるのであれば食生活に心掛ける

食事に気を付けてよい変化があるともっと健康に気を付ける

仕事によい影響がある場合は食生活を心掛ける

周囲を意識した食への意識と行動

周囲からの見た目を気にする

食生活に気を付けることで得られる
利益を優先する

自分の健康のために食情報を得ている

これまでの食習慣が定着している

食事を通して喜びを感じたい

仕事を中心とした食行動をとる

健康的な食生活に向けた工夫をしている

入手しやすい食品を摂る

健康のための食行動の工夫

インターネットから食情報を得ている

周囲との関係に合わせて食事をする

身近な人から食情報を得ている

信頼する情報源から食情報を得ている

食情報を得るために工夫している

仕事のパフォーマンスを
踏まえた食行動

健康のための食行動の実施

食に対する価値観や考え方

表１ 若年男性労働者の食生活の実態 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究の総括 
以上の結果を受け、若年労働者の食生活リテラシーには、性別の他、勤務先の業種・職種など働
き方の特徴や個人の食に関する考え方、現在の食習慣を踏まえ、適切な働きかけが必要である。
また若年労働者が、適切な食情報を獲得するためには、食知識はもちろん、SDQOL を高め、その
人自身の食生活の満足度を高める支援の実施、正しい食情報を生活の中に適用するためには、
SDQOL だけではなく、食知識の習得に向けた支援の実施など、対象者の食生活リテラシーの段階
に合わせたアプローチを検討し、それに応じた健康管理ツールを開発する必要がある。 
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表２ 若年労働者の食生活リテラシー尺度の探索的因子分析結果 
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